










白樺 派 と ブル ー ムズ ベ リー ・グル ー プ
川 田都樹 子/甲南大学
1910年4月に創刊 された文芸雑誌 『白樺』
は,美 術雑 誌 と しての性格 も有 していた。 白
樺派 の面 々 に共通 していたの は,「人道主義」
の姿勢 であ り,美 術 に関 して も 「自己表 出」
や 「個性 の尊重」がそれを背景 に叫ばれた。
同時期,ロ ン ドンにも文筆家 と美 術家 によ
るブルーム ズベ リー ・グルー プがあ った。 そ
の中に美術 批評家 ロジャー ・フライ もいた。
雑誌 『白樺』 は,特 に初期 には 「後印象派
(Post-Impressionism)」を唱導 した。 そ の
最 も早 い例 は柳宗悦で,ロ ジャー ・フライが
1910年末 に ロ ン ドンで企画 した 「マ ネとポス
ト印象派 」展 を1912年には紹介 してい る。 ま
た,柳 は,・翌1913年には 「ア ンリ ・マ ティス
と後印象派」 と題 して,フ ライによるカタロ
グの序文を翻訳 して いる。
ブル ームズベ リー ・グループと白樺派 とを
直接結 び付 けたのは,ロ ン ドンか ら来 日 した
バ ーナー ド・リーチであった。来 日以前 の リー
チはブルームズベ リー主催 の展覧会 に水彩画
を 出品 して お り,ま た自伝 に も自分が このメ
ンバ ーで あ った と明記 している。 フ ライが プ
ルームズベ リーに参画 したのは,リ ーチが ロ
ン ドンを発 った1年 後 の ことであるか ら,二
人 に直接 の面識 はなか ったであろ うが,来 日
後 もリーチ はブルー ムズベ リーの展覧会 に銅
画 を送 りつ づ けてお り,ロ ン ドンの事情 には
通 じて いた もの と思 われ る。
ところで,フ ライ は,今 日では フォーマ リ
ズム批評家 と して有 名であ る。 その フライの
言説 に触 れて いなが ら,柳 は,当 時の白樺派
流 の人道主 義的な価値観 か らしか 「後印象派」
を扱 わなか った。発表で は,そ の理 由を ドイ
ッの批評家 マイヤー ・グ レーフェとの関係か
ら考察 した。白樺派の執筆陣は当時 マイヤー ・
グレー フェに傾倒 していた。 そ して,柳 が共
感 した時点 では,フ ライ もまたマイヤー ・グ
レー フェの影響下 にあ り,「自己表 出」 を重
視 していたのである。 しか し,フ ライは,マ
イヤー ・グ レー フェか らの影響 を払拭す る こ
とで,徐 々にフ ォーマ リズムの地盤 を形成 し 噛
てい く。一方,、柳 をは じめと白樺派で は,ま
す ますマイヤー ・グレーフェへと傾斜 してい っ
た。 日本 とイギ リスの近代化 のベク トルは,
こう してすれ違 ってい ったのである。
さて また,一 般 に 日本 には印象派,ポ ス ト
印象派,キ ュビスム,フ ォー ヴィスムなどが
1910年代 に一 度 に移植 されて お り,こ れ が
「歴史意識 の欠如」 であるとか,「時代 のまた
ぎ」で あると言 われて きた。 しか し,フ ライ
が1910年に開催 した 「ポ ス ト印象派」展 が,
現在 いうところのキ ュビスムもフォー ヴィス
ムを も包含 していたのであ り,こ れを柳 らが
受容 したのだ ということがで きる。
1910年の展覧会以前,ロ ン ドンで隆盛 だ っ
たのは,い わゆ る外光派 一 アカデ ミズムと
印象派 を折衷 したロ ン ドン印象派であ った。
1905年か ら1909年までの間,ブ ルームズベ リー
では,こ のロ ン ドン印象派へ の対抗意識か ら,
フランスの印象派 を再評価 しようという傾向
があ った。バ ーナー ド・リーチは,こ う した
フランス印象派再受容期 のブルームズベ リー
か ら,1909年に来 日 した。 この時,ち ょうど
日本 で も白馬会 の流 れを汲 む外光派が台頭 し
てお り,リ ーチは,同 年 に ロン ドン留学か ら
帰 国 した高村光太郎 とと もに,日 本へ の印象
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派再受容 を促 した。そ のた った1年 後 に,ロ
ン ドンで はフライによって 「ポ ス ト印象派」
が考案 されたので ある。 してみれば,白 樺 派
は 「歴史意識 の欠如」か らでた らめ に海 外の
動向 を取 り入 れたので はな く,む しろロン ド
ンの美術界 の最前線 の動 きに鋭 敏 に呼応 して
いたのだとい うことがで きよう。
バ ーナー ド・リーチは,や がて 日本で陶芸
家 と して大成 し,柳 も陶芸 の世界へ と関心 を
移 して,や がて 「民芸運動」が生 まれた。一
方,ブ ルームズベ リー も,「オメ ガ ・ワ▽ ク
ショップ」 を設立 して工芸 に関 って いる。 そ
こで,発 表 では工芸 をめ ぐって の白樺派 とブ
ルームズベ リー との関係 を次 に探 ろうと試 み
た。
フライは学生時代か らの旧友,チ ャールズ ・
ロバー ト・ア シュビーの 「手工芸 ギル ド」 の
思想 か らの影響 を受 けていた。 アシュ ビーは,
ラスキ ン,モ リスを受 け継 いで,実 践 と結 び
っいた理 想主義 に基 づ く共 同体運営 を目指 し
た人 物であ る。 フライ もまた,当 初 は 「オメ
ガ」 をそ う した アー ッ ・ア ン ド・クラフツ運
動の後継 と して考 案 したのである。「オ メガ」
創設 の直前,フ ライ はパ リでポール ・ポア レ
の 「エ コール ・マル タン」 を視察 し,こ れを
「オメガ」 の手本 に したいとも語 った。 また,
デ ッチ リング周辺 にあ ったアーッ ・ア ン ド・
クラフツの末裔たち によ るコロら一のギル ド
を高 く評 価 し,特 に 「聖 ヨセブ ・聖 ドミニク ・
ギル ド」 の中心人物 エ リック ・ギルを称揚 し
っづ けた。 ギル は,モ リスの功績 を踏 まえっ
っ も,し か し,デ ザ インにも個性 の表 明を見
ようと したモ リスの姿勢を否定 し,中 世 ギル
ドの 「クラフツマ ンシ ップ」 の復活 を 目指 し
た。 この影響下 にあった ころの フライ は,自
ら陶芸 を学 んで作陶 に没頭 し,ま た家具 のデ
・ザ イ ンなど も多 く手が けたのだ ったが,そ れ
らは極めてシンプルで没個性的な ものが多か っ
た。 しか し,フ ライよ りも10歳か ら20歳年下
の他 の 「オメガ」 のメ ンバ ーたちは,こ うし
た フライの意 図を理解 で きずに,量 産 され た
既製 品 にポ ス ト印象 派風 の絵柄 だ けを描 く
「オメガ ・スタイル」を確立 す る。 しか しこ
れが商業的に成功す ると,や がてフライ もアー
ッ ・ア ンド ・クラフツへの傾倒 を捨 てて,自
分 も 「オメガ ・ス タイル」 での作品 を作 り始
めた ので あった。
一 方,日 本 で は,1908年か ら1910年にロ ン
ドンに留学 しモ リスを研究 した富本憲吉 が,
帰国後 に 「個 性の表明」を尊重 する陶芸 を生
んだ。 ちなみ に富 本の 「模様 よ り模様 を造 ら
ず」す なわち,そ のっ ど自然 に向きあ ってそ
れを大胆 にデ フォル メすべ し,と い う姿勢 は,
ポス ト印 象派 による自然か らのデ フォルメを
『白樺』 が奨励 していた時期で ある。
また,陶 芸家 に転向 したバーナー ド・リー
チは1920年に帰英 す るが,彼 の落 ち着 き先 の
セ ン ト・アイヴスとは,今 日までっ つ くアー
テ ィス ト・コロニ ーで ある。 また,リ ーチは
帰英 してす ぐ,エ リック ・ギル らと親交 を結
んだ。 リーチとともに渡英 した濱 田庄司 は,
ギルの 「クラフツマ ンシ ップ」 を倣 い,1924
年 に帰邦 して,自 らを 「陶工」 と称 しっ っ,
無名 の古今 の職人 たちの仕事を評価 する方 向
へ と向かった。ま た濱 田の帰国 とともに,柳
や河井寛次郎が 日常的 な 「雑器」 の美 を求 め
始 め,「民 芸」 の思想 が誕 生 した ので あ る。
また柳 の 「工芸 の協団 に関 す る一提 案」,上
加茂民芸協団設立 の背景 にもエ リッグ ・ギル
か らの水脈 を見 出す ことがで きよう。
ブルームズベ リーでは絶 たれてい くアーツ ・
ア ン ド・ク ラフッか らの水脈 は,こ うして 日
本 に根付 いてい く。 ここにもイギ リスと日本
の近 代化 のベク トルのすれ違 いを見 ることが
で きるだろ うと思 う。
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